
皇
室
事
項

官
庁
報
告

資

料

平成™œ年˜—月™ 日 火曜日 第�˜�—号官 報

阿
曽
田
貞
三

高
村

利
二

武
田

司

檜
山

經
彦

（
千
葉
県
警
部
補
）

宮
間

和
人

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

市
橋

保
男

山
本

吉
次

八
幡

康
幸

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

（
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
）

梶
田

公

正
四
位
に
叙
す
る

石
橋

敏
雄

鈴
木

宏
昌

津
田

嘉
信

中
川

一
郎

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

川

憲
雄

小
林

昭
司

秦

慶
治

浜
辺

勝
征

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

井
上
禮
次
郎

尾
野

浩
一

藏
本

昭
二

佐
藤

昭
雄

関
根

精
治

竹
内

重
夫

萩
野
慶
三
郎

正
八
位

森
川

久

山
本

博

吉
本

幸
助

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
日
向
慶
雄

東

正
則

室
谷
内

昭

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

浦
嶌

邦
夫

従
六
位
に
叙
す
る
（
九
月
二
十
六
日
）

出
口

彰
一

正
五
位
に
叙
す
る

石
井

公
平

従
五
位
に
叙
す
る

山
本

頼
義

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
八
日
）

〇
叙
勲

大
熊

恒
雄

古
川

幸
義

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
三
日
）

（
大
分
県
議
会
議
員
）

渕

健
児

旭
日
中
綬
章
を
授
け
る

木
村

茂
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

伊
藤

利
美

原
田

成
介

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
五
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

池
田

善
郎

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

中
村

誠
伺

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

畦
浦

璋
三

上
田

重
郎

上
田

健

大
賀

勝
廣

大
原

資
仙

小
関

敏
夫

川
熊

正

神
田

彊

佐
々
木
和
夫

佐
藤

賢
一

柴

愛
吉

高
野

繁

千
葉

好
男

渕
上

學

三
宅

敏
裕

山
之
内
恒
太

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

菅
原

辰
男

棚
橋

政
夫

中
塚

眞
二

山
根

忠
暢

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
月
二
十
六
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
の
国

祭
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
五
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝

電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
月
二
十
八
日
チ
ェ
コ
国
の
国
祭
日
に

つ
き
、
同
月
二
十
五
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
Ａ

Ｎ
Ａ
乗
員
組
合
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
等
の
要
求
に
関
し

て
、
平
成
2
5年

1
1月
１
日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従

事
す
る
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
の
全
職
場
（
北
海
道
、
宮

城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
千
葉
県
、東
京
都
、

新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
佐
賀

県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

及
び
沖
縄
県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す

る
。平
成

2
5
年

1
0
月

2
9
日厚
生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
0
月

2
9
日兵
庫
労
働
局
長
前
田
芳
延

第
４
号
中
「
１
時
間
8
7
6円
」
を
「
１
時
間
8
8
2円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
5年

1
2月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
は
ん
用
機
械
器
具
製
造

業
、
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
0
月

2
9
日兵
庫
労
働
局
長
前
田
芳
延

第
４
号
中
「
１
時
間
8
4
0円
」
を
「
１
時
間
8
4
7円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
5年

1
2月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

沖
縄
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
新
聞
業
最
低
賃
金
（
平

成
2
0年
沖
縄
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
0
月

2
9
日沖縄
労
働
局
長
谷

直
樹

第
４
号
中
「
１
時
間
7
5
9円
」
を
「
１
時
間
7
6
8円
」
に

改
め
る
。

e

閣
議
決
定
等
事
項
e

（
内
閣
官
房
）

十
月
二
十
五
日
（
金
）

〇
一
般
案
件
（
抜
粋
）

一
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
国
会
の
承
認
を
求
め
る
の
件（
決
定
）

（
外
務
省
）

一
、
平
和
的
目
的
の
た
め
の
原
子
力
の
利
用
に
お
け
る
協

力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ト
ル
コ
共
和
国
政
府
と
の

間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
国
会
の
承
認
を
求
め
る
の

件
（
決
定
）（
外
務
省
）

一
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力

及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域

並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
」
第
二
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
の
共
同
使

用
に
つ
い
て
（
決
定
）（
防
衛
省
）

〇
法
律
案

一
、
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
（
決
定
）（
内
閣

官
房
）

一
、
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
案

（
決
定
）（
総
務
・
防
衛
省
）

一
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
決
定
）

（
総
務
省
）

一
、
裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
案
（
決

定
）（
法
務
省
）

一
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
案
（
決
定
）（
財
務
省
・
警
察
・
復
興
庁
・
総

務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
国
土
交
通
省
）

一
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
決

定
）（
農
林
水
産
・
財
務
省
）

一
、
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案

（
決
定
）（
農
林
水
産
・
財
務
省
）

一
、
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
解
散
に
関

す
る
法
律
案（
決
定
）（
原
子
力
規
制
委
員
会
・
財
務
省
）

小
川

準
一

矢
古
宇

洋

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
野

重
幸

加
養

嘉
雄

栗
原

昭
十

腰
塚

宗
一

笹
原

武
丸

榛
葉

豐
一

高
村

利
二

武
田

司

柳
田

満

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

市
橋

保
男

檜
山

經
彦

平
島

義
輝

堀
口

光
夫

山
本

吉
次

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

（
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
）

梶
田

公

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

小
川

憲
雄

藏
本

昭
二

小
林

昭
司

鈴
木

宏
昌

竹
内

重
夫

秦

慶
治

浜
辺

勝
征

吉
本

幸
助

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

大
日
向
慶
雄

東

正
則

松
林

範
招

室
谷
内

昭

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

浦
嶌

邦
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
六
日
）

石
井

公
平

山
本

頼
義

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
八
日
）
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